
第１章 教育　S1大学・高専のインターネット利用

資料4-1-7　大学、短大、高等専門学校の数

大学586 校

昨年の同調査からの比較

国立98校、公立57 校、私立431 校　10 校増加
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資料4-1-8　インターネットへの接続を行っている学校の割合
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＊学 校法人や大学でドメイン名 を取 得し、系列の 短大などで共 有している ケース

も両 者を重 複して数えた

II;3 資料4-1-7～8　文部省「平成9年度学校基本調査速報」一平成9年度末までの数値－を元に作成

日本 の高 等教 育機 関の 総 数とイ ン タ ーネ ットへ の 接続状 況

文 部竹 に よる ﾄヽﾞ成9年 度学 校 基 本調 介速 搬に よる と、 凵本の 高

等 教育 機関 の 数は、 資料4-1-7 の よう にな る

こ のう ち、 ず成9 年 皮 木 までに 独 自 のド メ イン名 を取 得し て イ

ンタ ー ネッ トへ の接 続 を 行っ て い る 学校 の 割 合を 資料4-1-8 に示

す、 平成9年 度中 に、 イン ター ネット に接 続 され た学 校は約130 組

織あ り 、こ れで 総 数の100。以11 の学 校が イン ター ネット へ の接続

を果た した こと にな る､。

以 ドでは 、こ れら の独 自ド メ イン名を 収 得して イン ター ネット

に接続 して いる 全国 の 人学 （人 学院 や 分校 を含 む） と短期 人学 に

つ いて 、 サーチェ ンジ ン 及びデ ィレ クト リ サービ スで 検索で きた

460 校を 対 象とし て、 電f･ メー ルも し くはＦＡＸに より 質問 票を ネ

ット ワー ク竹 理者 ・ウ ェブ マ ス ター に 送付し たア ン ケート の川 答

紡果 を中 心 にし て、 平成9 年 度 の人 学 など で の イン タ ー ネット利

川状 況の総 括 を 試みる。 なお 本ア ンケ ートのI凋介期 間は、1998 年

1月10 凵～2月2711 で あ り、ｲj’効 川答 数は139 組 織か ら 介､汁川0件で

あ っ た｡
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インターネット接続環境・利用状況などについて
昨年度のアンケート結果と比較して

（1 ）大 学な どの ネッ トワ ー ク規 模と イン タ ーネ ット 接続 環境

囗本の イン ター ネット は、 理 学・ll 学 系 の大 学や 研究 機 関を中

心と する学 術研 究 ネット ワ ー クに より構 築 され、 成長し て きた と

い りて も過､i で̂ は ない だろ う、 国内 の イン ター ネット 黎|り」期か ら

接 続 されて いる 高 等教 育機 関の 多 くは、 学 術研 究 ネット ワ ー クを

利川 するこ とで イン ター ネット接 続 を 行って い る ケー スが非 常に

多い｡SINET  ( 学術 情 啝 ネット ワー ク）に は400 組 織 を超 え る 人

学な ど が接 続 され てお り、 次い でTR ΛIN 〔東京 地域 アカ デ ミッ

クネット ワー ク〕 に80 組織 、ORIONS  ( 人阪 地域 人学 間 ネッ トワ

ー ク） に60 組 織、TOPIC  ( 束北 学 術研 究 イン タ ー ネッ ト ）に40

組織 とい９ た 具合で 、 人祁 巾圈 を中心 とする 地域 ネットワ ー クへ

の接 続 がこ れ に次 いで い る。 こ の ほ か、WIDE イン ター ネット 、

JOIN  (J叩ａｎ Organized InterNetwork) やCSI  ( 中国 ・ 四国 イ

ン ター ネット）など に も、そ れぞ れ20 組織 以ll が接 続 さ れてい る。

こ れに対 して 、最 近 イン ター ネット へ の接 続を 進め てい る 人学



インターネットに接続する中規模組織が増加

資料4-1-9　インターネット接続のための対外回線容量(1998 年）　 資料4-1-10　インターネット接続のための対外回線容量(1997 年）

～10Mbps　2 ％

資料4-1 -11　組織内の端末台数(1998 年)

8％

～256kbps 6％

～10Mbps　3 ％ 10Mbps ～　2 ％

資料4-1-12　 組 織内の 端 末台 数(1997 年 ）

2,000台以上8％

11111 資料4-1-9～12　インターネット白書独自アンケートの結果を元に作成

な どで は、Ｏ ＣＮ（２６組 織 が接 続 ） を はじ め と する 商川 イン ター

ネット サービ スプ ロ バ イダー （ISP ） を利 川 し て イン タ ー ネット

への接 続 を行っ てい る組 織 も多 くな って きた。 現 在、60 組 織以ll

で 商川ISP を利川 し た イン ター ネットへ の接 続 が 行わ れてい る｡

また、 各組 織の 対外 接続 の ため の1111線 容II;:を64kbps 、128kbps

以 ド、256kbpS 以 ド、512kbps 以 ド、1.5Mbps 以 ド、10MbpS 以 ド、

10MbpS 超 の7段 階 に分け て ア ン ケート を行 な､J た 結 米、資 料4-1-

9に示 す よう な結 米とな っ た､I，昨 年 度の ア ン ケー ト 結 米 （資 料4-

1-10 ）と比 恢 して 、64kbpS で の 対外 接続 の 割 合が109jII敗 減 り、

そ の 分だけ128kbps ～512kbpS の 対 外接 続 の 割 合が 増え た こ とが

わかる｡ これ に対 して、 学内 で イン ター ネット に接 続さ れてい る

端 末数につ い ては 、資 料4-1-11 に 示 すよ うに 、100 ～299 台と する

組 織が 最 も多 くて389 。あ り、300 ～599 台 まで の組 織 を力||え ると

61％に及ぶこ とが わか る､り|乍年 度 のア ン ケー トと 比 較す ると 、昨

年 度は比 恢的 規模が 人 きな組 織 から の 川答が 多か､3 た割 に対 外川

線容:IUよ低い 傾向 にあっ たが 、 今年 度 は逆 に中 規模 程 度の組 織か

らの1111答 が増 えた割 に は、 対外 川線 容:1 ;: が川 人して いる こ とを示

してい る｡、

１２７

（２）イン タ ーネ ット の利 用方 法 につ い て

人学 な どでの イン ター ネッ トの 利川 川的 は、 資料4-1-13 に示 す

とお りで あ る イ 電「 メー ルを利 川し た 情 報交換 」や「晢 報検索 」、

「帖 報処 即教 育 へ の利 川 」 が圓 ％以| この糾 織 か ら 川 答さ れ てll 位

を 占 め てお り、 次 の 「学 内･|･」冐|扣）公 開」（88 ％） まで の 結 米 は、

ほ とん ど昨 年皮 と|川様 と な９ て い るが 、 今年 度は 、［ 図占 館 聚務］

が 増 加し て い る(58% か ら65 ％に 増 加 ）の に 対 し て、「 ネット ニ

ュ ー スを利Jljし た帖 報 交換 」（70 ％か ら58 ％） や 「 ネッ ト ワ ー ク

の 研 究」（51り。か ら44%) な ど が減 少す る 傾 向 にあ る 点 が 日､y つ

て いる

また 、「組 織 で 独|’|の Ｗ Ｗ Ｗサ ー バ ー を 公 開 して い る 」 の は 、

97.5% にll り、［ 公IJ朋‘ 備を して い る ］ 組織 を 加 える と98.7% と な

る 、［ サ ー バー はあ る が 、 公開 し てい な い］ 組 織 は 、 わず か1.2%

に過 ぎない｡。

公 開し てい る ＷＷ Ｗ サー バ ーで 提 供し てい る 内 容は 、資 料4-1-

14 に示 す とお りで 、「学 部・ 学科 紹 介」 が96 ％な の に続い て 、「人

試帖 報」（88 ％ ）、「 人 学 の 沿･W 」（83 ％）、［ カリ キ ュ ラ ム 内 容 ］

（62％） と続 い てい る｡ こ れ ら の帖 報は 、学 内 利 川 名･の みな ら ず
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第１章 教育　S･大学・高専のインターネット利用

資料4-1-13　インターネットの利用目的

電 子メールを
利用した情報交換

情報検索

情報処理教育に利用

学内 情報の公開

図書館業務

ネットニュースを
利用した情報 交換

ネットワークの研究

その他

IIXI 資料4-1-13～15　インターネット白書独自アンケートの結果を元に作成

資料4-1-14　組織のＷＷＷサーバーで提供している内容

学部・学科紹介

入試情報

大学の沿革

カリキュラム内容

就職・求人情報

図書館の蔵書検索

講義の内容・提出課題など

その他

時間 割

資料4-1-15　学内ネットワーク上でのサービス

電子メ ール

ＷＷＷサーバ ー

telnet

NetNews サーバー

イントラネットによる
学内 情報の提供

ダイヤルアップIP接続

FTP サーバー

メーリングリスト

gopher サーバー

その他
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学外 の受験 生 な どに も提供 する 晢 報の 対象 にヽliたって いる と 考え　 （３） 学生 のイン タ ーネ ット 利用 環境 につ い て

られ、 受験 生 に イン ター ネット から の|川い 合わ せ窓 囗を忤 ってい　　　 人学 な どで イ ン ター ネ ット を利 川 で きるID を 取 得で きる 資 格

る組 織は 、 令体 の62.7°oあ っ た （ さら に、 狎 備中 の 組 織を 含め る　　 につ いて は、［教 員の み］ が 利 川Ilf能 とする 学 校が８００程度あ る も

と76.6゚ 。に 及ぶ ）、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の の、「 令て の 在 校生 」 が 利 用で きる 学 校は68 ％に なっ て い る 。

こ れに 対して 、 もっ ぱら 学内 向けtllj啝と 考え られる 「就 職・ 求　 「 一部の 学部、 学 科、 課 日」 の みで 利JIJll」’能 （8％） や、 ’3年 乍以

人帖 報］（430J 、7 閥､IF館 の 蔵､I :: 検索亅（41 ％）、「 講義 の内 容・提　　| 已 「4 年生以 十二「人 学 院生 の み二（2～3％） とい っ た学年 で の 絅

出 課 題な と辷〔27％〕、「II詔1」割］（8％） な どを提 供し てい る 組 織　　 限を 設け てい る 学 校は 少な い 、 また、ID の 巾 請 方法 につい て は、

は比 較的 少ない が 、昨 年 度の 結 米 に比 べ ると 、い ず れの 内容 も５　 ｛||りIW ｝によ り佃 人が 巾し 込 む」C46 °o)、E 人 学と 同時 に自 動的 に

～16 。゚程度 は増力||して い るI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･ 括 登録 」（36％）、「授業 で 一括 し て登 録」（1800 ）の 順に なっ て

こ れら の結 米か ら も、 人学な どで の イン ター ネット の利 川||的　　 い る、 全て の在 校生 か利Jljで きる割 合が 増え た ためか 、昨 年 度に

は、 引 こ教育 研究利 川 だけ に留 まら ず、 閥=､I;=館 業務な どの 業務利　　 比べ て 人 学 時 の一 括 登 録 の 割 合 は５００程 度増 え て い る 、そ し て 、

川や 、 外 部へ の学 校組 織 の帖 報 公 開ｆ 段 とし て利Jljさ れる など、　 イン ター ネット の 利川 は 「無 料: と する 学 校は95 ％あ り、コ 汗 匚

利川 方法が 多様化し て きてい る こ とが わかる 、こ の ためか、 今1111　　とする 学 校は5％に過 ぎない 、

のア ン ケート結 米によ る と、 ネット ワ ー クの 運営 ・管 理を 学外 に　　　 学内 の利 川 名’に対 して 行 われて いる サ ービ スにつ い ては 、資 料

委託 してい る と回 答を 寄せ た組 織は11・。に| こっ てい る －　　　　　　　4-1-15 に小 す とお りであ る、り｡=ti fメー ル
－
ｙＷＷ Ｗサ ー バー］ ま、

ト インターネット白書'98 １２ ８
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資料4-1 -16　電子メールなどによるレポートの提出

資料4-1-18　インターネット利用の教育方法

講義の中で行う

セミナーや
オリエンテーション

オンラインで提供

相談員

学内 情報誌や
パンフレット

市販のガイ

を使

その他

ドブック
つている

０

学内イントラネットによる情報提供が増加

資料4-1-17　学生によるホームページの作成
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EIXI 資料4-1-16～18　インターネット白書独自アンケートの結果を元に作成
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昨年度と同様に95り。以llの学校で提供されているが、「telnet」　［制限付きでII］‘能」を含めて72％程度になっている｡ これは|が|

度の86 ％から か な り減 少 し てい る 。 こ れ は、 学 内 ネット ワ ー ク

llで のサ ービ ス として Ｗ ＷＷ サ ーバ ーをあ げ てい る 学 校が96％ も

あ るこ とと 介わせ て 考える と、 ウェブ ブ ラ ウザ ーな どを 利川 し た

精 根検索 など のf 段 として Ｗ Ｗ Ｗサ ー バーを 利川 し た教 育 に比 収

をかけ てい るこ と を示 して い るの で はない か と 考え ら れる。

また、学 生が イン ター ネットを 利川 す る際 の ガ イダ ンスを どう

行っ てい るか とい う 質問 に は、 資料4-1-18 に小 す よ うな1111答を 得

た｡ 昨 年度 と比 恢 し て、「 セ ミナ ーや オリ エ ン テ ーシ ョ ン」 を 行

うとい うI" ll 答が15 ％程 度増 加 して い る ほか は、 そ れぞ れ の項 目で

4～10 ％程 度の 減 少 傾向 にあ る。　イン ター ネット に 関 する 帖 報が

夲や 雑誌 などで 容 易に 大于･で きる よ うに なっ た ため に、 オリ エ ン

テー ショ ンな どで･ 括 して ガ イダン スを 行う 傾向 を 増し てい るの

で は ないか と 考え られ る。

川I山 邪哉 ・ 東 京人学 大型 計 算機 セ ン ター助教 授3
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｢gopher サ ー バ ー｣ に つ い て は 、3 ～1800 減 少 し て い るI　こ れ に

対 し て( イ ン ト ラ ネ ッ ト に よ る 学 内tIIμ|扣) 提 供 。 は Ｈｏｏ増 加 し て

お り 、i'iuM は 項 目 に な か っ た[ ダ イヤ ル ア ップIP 接 続] は58 ％の

学 校 で 提 供 さ れ て い る サ ー ビ ス に な っ て い る 、 こ の 傾 向 は 、

Ｗｉｎｄｏｗｓや Ｍａｃｉｌ山)ｓh な ど の ク ラ イ ア ン ト で の 利JI｣がiﾓ 体 と な

り 、ＵＮＩＸ系 の サ ー バ ー へ の ア ク セ ス を 必 要 と す る 利Jljが 少 な く

な っ て き て い る こ と を 示 し て い る の で は な い か と 考 え ら れ る 。

｢ 屯f･ メ ー ル｣ の サ ー ビ ス を 利 川 し て 学 生 か ら の レ ポ ー ト 提 出

をll｣'能 と す る 学 校 は 、 資 料4-1-16 に 小 す よ う に 、 教 口 や 課 目 に よ

る と い う1111答 を 含 め て92 ％ に 及 ん で い る 。 こ の 結 米 は 、 昨 年 度 と

ほ ぽ 同 様 の 結 米 を 示 し て い る 。

こ れ に 対 し て 、｢ Ｗ Ｗ Ｗ サ ー バ ー｣ の サ ー ビ ス を 利Jl｣し て 、 学

乍 が ホ ー ム ペ ー ジ を 持 て る か と い う と 、 資 料4-1-17 に 示 す よ う に
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